
記者発表資料
平成２９年１０月 ３日
山田宮古道路安全協議会

国土交通省三陸国道事務所
復興道路《三陸沿岸道路》

地元小学生が『トンネル内装板（タイル張り）
作業体験学習』を開催

～ 完成間近な山田宮古道路の現場でものづくり体験 ～

復興のリーディングプロジェクトとして整備を進めている三陸沿岸道路「山田宮古道
路」延長約１４kmは、平成２９年１１月１９日（日）に開通を迎えます。
今回の開通は、復興道路・復興支援道路の震災後事業化区間では初めての開通となり

ます。
このたび、完成間近な「山田宮古道路」（仮称）山田第２トンネルの仕上げ工事として、

地元、山田町の小学生 がトンネル内の『内装板（タイル張り）作業』を体験学習します。

１．学習日時 ： 第１回目 平成２９年１０月 ６日（金）１４時～
第２回目 平成２９年１０月１１日（水）１０時４０分～

２．学習場所 ： 三陸沿岸道路 山田宮古道路（仮称）山田第２トンネル内

（山田町豊間根地内）

３．学習対象者： 第１回目 山田南小学校 ６学年 ２５名
豊間根小学校 ６学年 １５名
荒川小学校 ５、６学年 １２名

第２回目 山田北小学校 ５、６学年 ３２名
大沢小学校 ５、６学年 １９名

４．学習内容 ： トンネル内装板タイル張り体験、山田宮古道路の現場見学

＜記者発表会：岩手県政記者クラブ、宮古記者クラブ、東北専門記者会＞

問い合わせ先

【体験学習に関すること】
山田宮古道路安全協議会

小田島建設㈱ TEL（0197）72-2011

現場代理人 宮森 勝伸
みやもり かつのぶ

【三陸沿岸道路 山田宮古道路に関すること】
国土交通省 東北地方整備局 三陸国道事務所 TEL(0193)-62-1711（代）

副所長（改築担当） 平岡 弘志 （内線204）
ひらおか ひろ し

建設監督官 木村 匠 （内線505）
き む ら たくみ

三陸国道事務所のHPならびに三陸沿岸道路については、 で検索できます。



三陸沿岸道路 山田宮古道路（山田IC～宮古南IC）
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三陸沿岸道路 山田宮古道路（山田IC～宮古南IC） 位置図
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津波浸水区域
（H23.3.11）

山田宮古道路

延長約23km 延長約21km

平成30年度開通予定
平成31年度開通予定

平成29年度開通予定
平成32年度開通予定

平成２９年１１月１９日開通

E45

体験学習場所
（仮称）山田第２トンネル内

※本位置図は、概略図として掲載しております。

荒川小
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山田北小

山田南小
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体験学習場所

（仮称）山田第２トンネル

（仮称）田名部川橋

・宮古市方面を望む

バス停「田名部」

・荒川小、豊間根小方面から

・山田南小、山田北小、大沢小方面から

タイル張りつけ状況トンネル断面図



◆東北地方太平洋沖地震（H23.3.11）では、大津波により道路が浸水し、交通ネットワークが寸断

◆平成28年8月には、台風10号により各地で道路浸水や陥没など甚大な被害が発生

◆山田宮古道路の整備により津波浸水区域を回避できるほか、国道45号災害時のリダンダンシーを確保

三陸沿岸地域の命を繋ぐ緊急輸送道路を確保

資料：三陸国道事務所

▼津波による国道45号の路⾯崩壊
（⼭⽥町）

▼津波浸⽔区域と⼭⽥宮古道路
（⼭⽥IC周辺）

45

津波浸⽔区域（H23.3.11）

⼭⽥宮古道路は
津波浸⽔区域を

回避

開通済区間
事業中区間
⼭⽥宮古道路 (事業中)

現状迂回ルート
：約１３１分(98.9km)

三陸沿岸道路開通時
：約２５分(26.3km) ⇒開通により迂回時間は約8割短縮

※宮古市役所〜⼭⽥町役場間で算出

※通⾏⽌実績：岩⼿県、三陸国道事務所
※所要時間・距離：H22道路交通センサス（開通区間は規制速度にて算出）
※迂回路は緊急輸送道路より設定

▼台⾵１０号による被害状況
(宮古市⾦浜)
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今回開通
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約14km

宮古南IC

340

45

106

大槌町
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山田南IC

大槌IC（仮）

▼三陸沿岸道路ルートと迂回ルート

45

宮古市役所

⼭⽥町役場

山田北
IC（仮）

凡例
津波による通⾏⽌め箇所（H23.3.11）
津波浸⽔区域（H23.3.11）
台⾵１０号による通⾏⽌め箇所（H28.8.30）
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▼台⾵１０号による被害状況
（宮古市役所前）
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◆三陸沿岸地域は、震災遺構や三陸ジオパークなど豊富な観光資源が存在

◆宮古港～室蘭港間で、新たなフェリー航路が開設（岩手県初の運航）

◆北海道からの震災ツアー等の観光需要が期待されるなど、三陸沿岸道路等を活用した周遊型観光の活性化を支援

三陸沿岸地域がより近くなり観光振興を支援
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▼平成27年11⽉に宮古港でフェリー乗船会が
開催され、カーフェリー「シルバークイーン」が寄港

宮古港

⾄ 室蘭港（1⽇1往復）
平成30年6月22日～
（航路開設予定）

フェリー航路

復興道路・復興支援道路

宮古盛岡横断道路

たろう観光ホテル

至
盛
岡

至
花
巻

至 八戸

※ 震災遺構は保存が決定
しているもの（Ｈ27.3 時点）

高田松原津波復興祈念公園

▼三陸沿岸地域に広がる震災遺構・ジオサイト等

【各地で実施されている震災学習】

▲学ぶ防災ガイド(宮古市) ▲語り部ガイド（陸前高田市）

【三陸沿岸に点在
する震災遺構】

▲奇跡の一本松（陸前高田市）

▲たろう観光ホテル（宮古市）

岩手県

46%関東
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2%

その他東北
6%

その他
16%

▲震災学習 「学ぶ防災」ガイド 参加者数(宮古市) ▲「学ぶ防災ガイド」地域別参加学校内訳
（H28,全110校）

今回開通
山田宮古道路

約14km
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▼ 宮古市・⼭⽥町の⼊込客数推移

震災前の⽔準に回復東⽇本
⼤震災

資料：岩⼿県観光統計

奇跡の一本松

東北横断⾃動⾞道(釜⽯秋⽥線)
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◆宮古魚市場のある宮古港のマダラ水揚量は漁港別で7年連続全国1位

◆三陸北部でとれたタラは鮮度管理評価の高い宮古魚市場に集められており、宮古魚市場のタラ水揚高は震災以前より増加

◆輸送時間短縮による更なる鮮度向上や、関東圏等への販路拡大が期待され、地域の水産業を支援

輸送時間短縮による地域の水産業を支援

▼タラの⽔揚⾼推移（宮古⿂市場）

資料：宮古市⽔産課「宮古の⽔産」

▼三陸北部からの輸送ルート

船上で箱詰め

仙台・関東⽅⾯へ
北陸・近畿⽅⾯へ

今回開通
山田宮古道路

約14km

6,871 6,848 
6,020 

4,533 

2,515 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

宮古 ⽯巻 釧路 ⼋⼾ ⻭舞

（ｔ）

7年連続
全国第1位
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▼宮古の「マダラ」PRポスター

約２倍

※宮古市役所〜仙台市役所間
※所要時間は⼀般道はH22道路交通センサス（⾮混雑時旅⾏速度）、
事業中区間は規制速度により算出

三陸北部

資料：岩⼿県ホームページ

【宮古⿂市場】
・⾼度衛⽣品質管理に
早くから取り組み漁船に
低温管理を指導
・H29.4に増築した卸売
場棟は、荷受やセリなど
をシステム化し作業効率
を上げたことで、時間短
縮による鮮度状態が向
上

関東圏・近畿圏への
販路拡⼤が期待

▼宮古⇒仙台の所要時間
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開通後

全線開通後

▼漁港別マダラ⽔揚量

資料：平成27年産地⽔産物流通調査（⽔産庁）

漁船

漁船

低温管理の徹底

震災

（年度）

資料：宮古漁業協同組合



◆三陸沿岸道路の整備を機に、大手運送業者が新たな物流ルート（共同輸送）を構築

◆輸送コストの削減による地域水産業の競争力向上や出荷量増加に期待

◆輸送時間の短縮による関東圏への翌日配送が実現、早採りわかめ｢春いちばん｣や生うにの販路拡大が期待

三陸沿岸道路を活用した物流の活性化に期待

▼⽥⽼町漁協から宮城県までのコスト ▼⽥⽼町漁港によるわかめの
輸送スケジュールの変化運⽤前 運⽤後

共同輸送宅配便通常便
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▼共同輸送による運⾏⽅法の変化

関東のスーパーへ

⽯巻市

関東のスーパーへ

⽯巻市

共同輸送
・コスト安
・当日夕方着

通常便
・コスト安
・翌日午後着

宅急便
・コスト高
・翌日午前着

今回開通
山田宮古道路

約14km

今回開通
山田宮古道路

約14km

宮古市 宮古市

▼早採りわかめ「春いちばん」

資料：いわて銀河プラザホームページ

▼⽣うに

資料：岩⼿県観光協会、
株式会社かくりき商店ホームページ

競争⼒向上、
出荷量増加に期待

⽣鮮品の関東圏等への
販路拡⼤が期待

※H29.2ヤマト運輸ヒアリング結果、H29.3⽥⽼町漁協ヒアリング結果より作成-6-

翌々日着 翌日着

翌日着 当日夕方着




